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イベント

信州安曇野　薪能
たきぎのう

←
半
能
「
石
橋
（
し
ゃ
っ
き
ょ
う
）」

■
演
目

・
仕
舞
…「
田
村
（
た
む
ら
）
」

　
　
出
演
者
　
青
木
智
彦

・
能
…「
井
筒（
い
づ
つ
）
」　

　
　
出
演
者
　
青
木
道
喜
ほ
か

・
狂
言「
千
鳥
（
ち
ど
り
）
」　

　
　
出
演
者
 

茂
山
千
五
郎
ほ
か

・
舞
囃
子

 
 

「
恋
重
荷
（
こ
い
の
お
も
に
）
」

　
　
出
演
者
 

片
山
九
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
（
人
間
国
宝
）

・
能（
半
能
）「
石
橋（
し
ゃ
っ
き
ょ
う
）」

　
　
出
演
者
　
片
山
清
司
ほ
か
　

●人物紹介

　大正３年、中川手村（現安曇
野市明科中川手）に生まれる。
尋常高等小学校修了後、京都へ。
昭和８年、観世流能楽師片山
博通師の内弟子となる。昭和
17年、独立許され師範に。昭
和53年、重要無形文化財保持
者の認定を受け、昭和62年、最
高位の「職分」に昇格。昭和
63年、能楽最高の秘曲「姨捨
（おばすて）」の開曲を許される。
平成11年逝去。

観世流能楽師・名誉市民

 （故）青木 祥二郎
　　あおき　しょうじろう

　　　　　　　　　（1914－1999）　　　

アートアート

　
安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館
で

は
、
企
画
展
「
あ
こ
が
れ
／
自
由
と
自

然
と
眼
差
し
と
　
熊
谷
守
一
・
　
橋

節
郎
」を
開
催
し
ま
す
。　

　
熊
谷
守
一（
く
ま
が
い
・
も
り
か
ず
・

１
８
８
０
‐
１
９
７
７
）
は
、
並
外
れ

た
観
察
眼
で
、
対
象
物
を
単
純
で
明

快
な
形
や
色
で
突
き
詰
め
て
表
す
独

自
の
様
式
の
油
彩
画
で
知
ら
れ
る
画

家
で
す
。
名
誉
欲
や
所
有
欲
と
は
、
無

縁
の
世
俗
を
離
れ
た
生
き
方
で
も
多

く
の
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
　
橋
節
郎
は
、
学
生
時
代
に
二
科

会
研
究
所
や
熊
谷
の
自
宅
で
そ
の
教

え
を
受
け
、
独
特
の
世
界
観
・
哲
学
的

な
思
想
に
触
れ
、
深
い
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
　
橋
節

郎
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
熊
谷
守

一
の
作
品
と
　
橋
自
身
の
作
品
を
併

せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
会
期
　
７
月
12
日
（
水
）
〜
８
月
27

　
日
（
日
）
　
午
前
９
時
〜
午
後
5
時

■
休
館
　
毎
月
曜
日
（
７
月
17
日
は

　
開
館
）
　
７
月
18
日
（
火
）

■
観
覧
料

　
一
般
６
０
０
円
（
団
体
割
引
５
０
０

　
円
）
、　
高
校
・
大
学
生
4
０
０
円

　
（
団
体
割
引
3
０
０
円
）

　
中
学
生
以
下
・
70
歳
以
上
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館

　
（
ＴＥＬ
81
・
３
０
３
０
）

※
下
の
無
料
観
覧
券
を
切
り
取
り
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

安
曇
野
　
橋
節
郎
記
念
美
術
館

熊
谷
守
一・
　
橋
節
郎
展

　
安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館
で
は
、

博
物
館
友
の
会
美
術
部
の
皆
さ
ん
の

「
第
47
回
友
の
会
美
術
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
郷
土
の
自
然
を
描
い
た
油
彩
画
か

ら
、抽
象
的
な
彫
刻
ま
で
、長
年
、郷
土

に
て
芸
術
を
志
し
て
き
た
会
員
の
皆

さ
ん
の
力
作
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
期

　
７
月
９
日
（
日
）
〜
23
日
（
日
）

■
休
館

　
毎
月
曜
日
（
7
月
17
日
は
開
館
）
 

　
7
月
18
日
（
火
）

■
会
場

　
安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館
展
示
室

■
入
館
料
　

　
大
　
人
　
１
０
０（
80
）
円

　
小
中
生
　
50
（
40
）
円
　

　
（
 

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
市
豊
科
郷

　
土
博
物
館
　
（
ＴＥＬ
72
・
５
６
７
２
）

安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物
館

郷
土
博
物
館 

友
の
会
美
術
展

↑会員の力作を一堂に展示

切り取り線

あこがれ/自由と自然と眼差しと
�熊谷守一・　橋節郎

無料観覧券
※平成18年７/12～8/27の会期中、１枚で2名様まで有効

あこがれ/自由と自然と眼差しと
�熊谷守一・　橋節郎

無料観覧券
※平成18年７/12～8/27の会期中、１枚で2名様まで有効

　
北
ア
ル
プ
ス
に
日
が
沈
み
、
か
が
り

火
が
会
場
を
照
ら
し
出
す
―
。

　
観
世
流
能
楽
師
で
市
の
名
誉
市
民
で

あ
る
故
青
木
祥
二
郎
師
の
出
身
地
・
明

科
で
毎
年
開
か
れ
る
「
薪
能
（
た
き
ぎ
の

う
）
」
。
今
年
か
ら
名
称
を
「
信
州
安
曇
野

薪
能
」
と
改
め
、開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
能
楽
「
井
筒
」
と
「
石
橋
」
、
狂

言
「
千
鳥
」
を
上
演
し
ま
す
。
夏
の
夜
の

ひ
と
と
き
、
格
調
高
い
能
の
舞
い
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
会
場
　

　
明
科
龍
門
渕
公
園
 

特
設
能
舞
台

　
（
雨
天
の
場
合
は
明
科
体
育
館
）

■
日
時
　
８
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
４
時
30
分
開
場

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
開
演

■
入
場
料

　
一
般
＝
前
売
り
…

３
、
０
０
０
円

　
　
　
　
当
　
日
…

３
、５
０
０
円

　
学
生
＝
大
学
生
…

１
、
０
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下
…

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　（
前
売
、当
日
共
通
）

■
入
場
券
取
り
扱
い
所

　
安
曇
野
市
公
民
館
各
分
館
、
ス
ワ
ン
ガ
ー

　
デ
ン
、
あ
や
め
シ
テ
ィ
ー
、
松
本
・
長
野
・

　
大
町
市
内
の
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

■
そ
の
他
　

　
軽
食
・
飲
み
物
の
販
売
、
託
児
所
が
あ

　
り
ま
す
。
ま
た
次
の
と
お
り
送
迎
バ

　
ス
が
出
ま
す
。

　
J
R
豊
科
駅
　
午
後
2
時
40
分

　
J
R
穂
高
駅
　
午
後
3
時

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
振
興

　
係
（
TEL
62
・
3
0
0
1
）

　
詳
し
い
内
容
は
８
月
号
で
紹
介
す
る

　
予
定
で
す
。

見　本 見　本


